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                 編集・発行   小笠原村総務課 

                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

                           FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス                        

 https：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 
小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

6/24 現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

5 月気象状況    （父島） 

最高気温   24.5℃ 

最低気温   20.5℃ 

平均気温   22.2℃ 

平均湿度   86％ 

月降水量  183.5mm 

住民基本台帳登録者数（6/1） 

             2,619 人 

             父島      母島               

  人口      2,162 人   457 人 

  世帯      1,222   280 

                                               

                                       

                                       

                                       

【選挙日程】 

≪公 示 日≫     ７月 ４日（木） 

≪繰上投票日（母島）≫  ７月２０日（土） 午前７時から午後８時まで 

≪投 票 日（父島）≫  ７月２１日（日） 午前７時から午後８時まで 

≪開 票 日≫     ７月２１日（日） 午後９時から（即日開票） 

【投 票 所】≪父島≫  小笠原村地域福祉センター   ≪母島≫  母島村民会館 
○投票所へは「入場券」を持参してください。 
（入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。） 

 

最近、転入届を出された方や１８歳になられた方へ、あなたは有権者でしょうか？ 

  あ な た の → 平成１３年７月２３日以降 → 投票できません 

 生年月日は？ → 平成１３年７月２２日以前 

                           ↓ 

 

 小笠原村に住民登録 

の 届出 をしたのは 

いつですか？ 

→ ➊平成３１年４月３日以前 → 小笠原村で投票できます 

（村外において不在者投票される方は裏面をご覧ください） 

→ ➋平成３１年４月４日～１５日 → ７月１６日以降、小笠原村で投票できま

す。（前住所地での投票はできません） 

なお、上記➋の対象者の「入場券」は７月１６日以降に配達されます。 

→ ➌平成３１年４月１６日以降 → 小笠原村では投票できません（※）。 

                                           ↓ 

（※）前住所地から投票用紙を取り寄せて小笠原村で不在者投票を行なうか、

前住所地の投票所での投票となります。               
 

↓ 
 

（前住所地から投票用紙を取り寄せて、小笠原村で不在者投票を行う場合） 

予め前住所地の選挙管理委員会あてに不在者投票の請求が必要となります。７月８日（月）東京発のおが

さわら丸で投票用紙がお手元に届くよう、お早めに不在者投票の請求をしてください。 

なお、村内での不在者投票は、７月１７日（水）（※母島は、正午）までにお済ませください。 

【期日前投票について】 

期日前投票は、投票日前であっても投票日当日と同じように投票することができる制度です。 

期日前投票所へは「入場券」を持参してください。 
 

≪投票の対象者≫ 期日前投票を行う日に小笠原村における選挙権を有している方で、かつ投票日当日に投 
票できない事由がある方（「宣誓書」の提出が必要です。） 

 

≪期日前投票所の場所および投票期間≫ 
 

父 島 ： 村 役 場 ７月 ５日（金）～７月２０日（土） 午前８時３０分 ～ 午後８時００分 
 

母 島 ： 母 島 支 所 ７月 ５日（金）～７月１９日（金） 午前８時３０分 ～ 午後６時００分 
 

ＮＯ．701 

令和元年(2019) 

 7/１（月） 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

７ 月 ２ １ 日 （日 ）は 参 議 院 議 員 選 挙 の 投 票 日 で す  

＜母島は繰上投票７月２０日（土）＞  
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【小笠原村以外（村外）の区市町村で不在者投票される方へ】 

早急に村役場総務課または母島支所で不在者投票の投票用紙の請求を行ってください。 

遅くとも７月１１日(木)午前中まで。（所定の「請求書」に必要事項を記入して提出してください。） 

郵送で請求される場合、７月８日（月）東京発のおがさわら丸に間に合うよう、余裕を持って請求してください。

請求いただいた投票用紙は、希望する滞在先に郵送されます。 

請求の時期が遅くなると、投票用紙が滞在先に届くのも遅くなり、投票できる期間が限られてしまいます。 
 

投票用紙がお手元に到着したら、本人が速やかに滞在先の市町村選挙管理委員会（指定病院に入院の方は入院先

の病院長等）に持参し、係員の指示に従って投票してください。 

不在者投票は、７月５日（金）から、行うことができます。   

 

 投票した投票用紙は、不在者投票を行った選挙管理委員会等から直接、小笠原村まで送致されます。よって、 
右記の船便に郵送で間に合うよう余裕を持って投票をお済ませください。７月２０日（土）東京発おがさわら丸  

 この便より後では、投票用紙の到着が開票に間に合わず、投票が無効となりますので、ご注意ください。 
 

 

【父島～母島間で、７月２日（火）以降 転居された方の投票について】 
 

 <父島 → 母島へ転居された方> ： ７月２１日（日）の投票日に 父島 で投票となります。 
 

（７月１９日(金)までに母島において、期日前投票を行うこともできます。） 
 

<母島 → 父島へ転居された方> ： ７月２０日（土）の繰上投票日に 母島 で投票となります。 
 

（７月２０日(土)までに父島において、期日前投票を行うこともできます。） 
   

※ 期日前投票の受付場所・時間を以下の表でご確認ください。 

（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます。 × ＝ 期日前投票できません。） 

 
期 日 前 

投 票 場 所 

７月５日（金）～ 

７月１９日（金） 

７月２０日（土） 

(母島繰上投票日) 

父島 → 母島へ 

転居された方 

父島 村役場 

(８：３０～２０：００) 
○ 

○ 

母島 母島支所 

（８：３０～１８：００） 
× 

母島 → 父島へ 

転居された方 

父島 村役場 

(８：３０～２０：００) 
○ 

○ 

母島 母島支所 

（８：３０～１８：００） 
× 

                                                               
 

【参議院議員選挙及び村長選挙の「ダブル選挙」について】 
 
 ７月２１日（日）は「参議院議員選挙」と「村長選挙」が同日に行われます。 

投票入場券は両選挙を併せて１枚となります。二つの選挙の登録基準日、投票資格要件がそれぞれ異なる関係

上、転入届出の時期や転出の事実により、どちらか一方の選挙の投票資格のみ有することになる方もおりますので

予めご注意ください。このことにつきまして、皆様のお手元に届く投票入場券ではそれが判断できないため、電話

でお問い合わせ頂くか、直接、期日前投票所や当日投票所にて、職員が個別にご案内いたします。  

なお、期日前投票は、７月１７日（水）以降にお越し頂ければ、両方の選挙についての投票を一度に

済ませることができます。 

 また、７月２日（火）以降に島内で転居（父島～母島間含む）された方は、新住所等の情報がすでに作成されて

いる選挙人名簿に反映されないため、参議院議員選挙だけでなく、村長選挙につきましても「７月１日現在の内容

及び投票区」で投票頂くことになります。 
●問合せ先 小笠原村選挙管理委員会事務局 ２－３１１１ 
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
つ

き
ま
し
て
、
東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
か
ら
６
月

１
日
に
各
都
道
府
県
に
お
け
る
実
施
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
聖
火
リ
レ
ー
は
、
３
月

26日
に
福
島
県
を

出
発
し
、
１
２
１
日
間
か
け
て
全
国
を
ま
わ
り
、
東

京
都
庁
に
到
着
し
た
後
、
新
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ

る
開
会
式
で
聖
火
台
に
点
火
さ
れ
ま
す
。
東
京
都
内

で
は
、
開
会
式
当
日
ま
で
の

15日
間
、
東
京
１
９

６
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
で
あ
っ
た
駒
沢
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
公
園
中
央
広
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
東
京
都

内
全

62区
市
町
村
を
ま
わ
り
ま
す
。
 

小
笠
原
村
に
お
け
る
聖
火
リ
レ
ー
は
、
令
和
２
年

７
月

17日
（
金
）
に
父
島
・
母
島
各
島
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
 

◎
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
募
集
 

東
京
都
聖
火
リ
レ
ー
選
考
事
務
局
で
は
次
の
と
お

り
、
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
 

募
集
期
間
：
７
月
１
日
～
８
月

31日
 

１
人
あ
た
り
の
走
行
距
離
：
約
２
０
０
Ｍ
 

主
な
条
件
：
 

平
成

20年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
 

東
京
都
に
ゆ
か
り
が
あ
る
人
 

※
地
域
で
活
動
し
て
い
る
人
を
中
心
に
選
定
 

申
込
要
件
等
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
 

 https://www.tokyo-runner.jp 

         ●
問
合
せ
先
 
東
京
都
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
選
考
事
務
局
 
 
 

０
３
―
６
２
７
７
―
２
４
５
９
 

   
７
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）
の
納
期
で

す
。
 

 
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
７
月

31日

(水
)と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
財
政
課
税
務
係
 
 
２
―
３
１
１
２
 

  【
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て
】
 

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万

一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年

者
（

50歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す

の
で
、
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
で

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

令
和
元
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
令
和
元
年
７
月

１
日
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
令
和
元
年
７
月
か
ら
令

和
２
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま

す
。
ま
た
、
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で

す
。
 

な
お
、
平
成

26年
４
月
よ
り
保
険
料
の
納
付
期

限
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請
時
点

か
ら
２
年
１
ヵ
月
前
ま
で
の
期
間
）
に
つ
い
て
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
 

 ※
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か
ら
申
請
を
行

っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。
該
当
し
た
際
は
す
み
や
か
に
申
請
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
 

０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５
 

村
民
課
住
民
係
   ２

―
３
１
１
３
 

   

高
確
法
施
行
令
改
正
に
伴
い
、
８
月
１
日
か
ら
マ

ル
障
住
民
税
課
税
者
の
方
（
一
部
食
の
受
給
者
証
所

持
の
方
）
の
外
来
に
か
か
る
月
額
負
担
上
限
が
、
１

万
４
千
円
か
ら
１
万
８
千
円
に
変
わ
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
の
方
（
食
の
受
給
者
証

所
持
の
方
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  【
実
施
日
程
】
７
月

18日
（
木
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
７
月

26日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

   

小
笠
原
村
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
保
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
)シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
特
定
健
康

診
査
の
結
果
や
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
分
析
し
ま
し

た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
対
策
を
は
じ
め
と
す

る
被
保
険
者
の
健
康
保
持
増
進
に
努
め
、
被
保
険
者

の
生
活
の
質
の
向
上
や
医
療
費
の
適
正
化
及
び
保
険

者
の
財
政
基
盤
安
定
化
を
目
的
と
し
た
「
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
(平

成

31年
度
～
令
和
５
年
度
）
)を
策

定
し
ま
し
た
。
 

 
今
後
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
保
健
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
本
計
画
は
小
笠
原
村
役
場
村
民
課
、
母
島

支
所
、
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

    
６
月
３
日
（
月
）
に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評

会
を
開
催
し
、
出
品
さ
れ
た

10点
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
 

 
形
、
色
付
き
、
揃
い
、
傷
の
有
無
及
び
熟
度
な
ど

の
項
目
に
つ
い
て
総
合
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
高
評

価
を
得
た
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

 【
金
賞
 
小
笠
原
村
長
賞
】
藤
谷
農
園
（
母
島
）
 

【
銀
賞
 
小
笠
原
支
庁
長
賞
】
松
本
農
園
（
母
島
）
 

【
銅
賞
 
農
協
組
合
長
賞
】
比
企
農
園
（
母
島
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会
 

（
産
業
観
光
課
内
）
 
２
―
３
１
１
４
 

  

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
（
マ
ル
障
）

制
度
改
定
の
お
知
ら
せ

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

 

国
保
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
 

に
つ
い
て

 

小
笠
原
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
 

品
評
会
の
結
果

 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 

聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て
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中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地
は
、
農
業
者
の
自
立

を
支
援
し
、
農
業
振
興
を
図
る
た
め
設
置
し
て
い
ま

す
。こ

の
度
、次

の
と
お
り
就
農
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

【
応
募
資
格
】
次
の
①
～
③
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
農
業
者
 

①
小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。
 

②
就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
速
や
か
に
母
島
に
居
 

住
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
 

③
申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農
業
経
 

営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
実
績
が
あ
る
こ
と
又
は
 

農
作
業
従
事
者
と
し
て
３
年
以
上
の
実
績
が
あ
る
 

こ
と
。
 

※
③
の
農
業
経
営
主
の
実
績
及
び
農
作
業
従
事
者
の
 

実
績
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
 

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
募
集
人
数
】
２
名
 

【
区
画
条
件
】
 

《
露

地
ほ

場
》
区
画
１
：
１
９
７
８
㎡
 
 
 

区
画
５
-１

：
１
４
８
３
㎡
 

《
鉄
骨
ハ
ウ
ス
》
 区
画
３
：
４
５
６
㎡
 
 
 

 
区
画
６
：
５
０
０
㎡
 

【
使
 用

 料
（
年
額
）】

 

《
露

地
ほ

場
》
区
画
１
：
２
３
７
３
６
円
 
 

区
画
５
-１

：
１
７
７
９
６
円
 

《
鉄
骨
ハ
ウ
ス
》
 区
画
３
：
１
７
３
２
８
円
 
 

区
画
６
：
１
９
０
０
０
円
 

※
鉄
骨
ハ
ウ
ス
修
繕
等
の
た
め
の
積
立
金
と
園
芸
施

設
共
済
加
入
費
の
負
担
が
別
途
必
要
で
す
。
 

【
使
用
期
間
】
６
年
間
 

【
募
集
期
間
】
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
月

12日
（
金
）

ま
で
 

【
応
募
方
法
】
応
募
資
格
や
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
 

に
つ
い
て
は
、
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く
 

だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
産
業
観
光
課
 
    ３

―
３
１
１
４
 

   

小
笠
原
村
観
光
局
で
は
、
旅
行
会
社
、
マ
ス
コ
ミ

及
び
個
人
旅
行
者
等
に
小
笠
原
の
観
光
に
関
す
る
情

報
発
信
や
相
談
業
務
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
運
営
や
営
業

展
開
を
行
う
事
業
を
内
地
で
精
力
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
 

 
報
告
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
内
容
や
今
後
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
い
た
し
ま
す
。
観

光
事
業
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
村
民
の
方
も
、
ど
う

ぞ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

【
日
時
】
 

７
月

10日
（
水
）
 

 
 
午
後
６
時
～
午
後
７
時

30分
 
※
父
島
開
催
 

７
月

11日
（
木
）
 

 
 
午
後
５
時

30分
～
午
後
７
時
 

※
母
島
を
主
会
場
と
し
、
父
島
と
テ
レ
ビ
会
議
で
つ

な
ぎ
ま
す
。
 

７
月

18日
（
木
）
 

 
 
午
後
４
時
～
午
後
５
時

30分
 

※
内
地
か
ら
父
島
と
母
島
を
テ
レ
ビ
会
議
で
つ
な
ぎ

実
施
し
ま
す
。
 

※
予
約
不
要
。
ま
た
、
報
告
会
内
容
は
全
日
程
と
も

同
じ
で
す
。
 

【
場
所
】
 

父
島
 
Ｂ
し
っ
ぷ
 ２
階
 会
議
室
 

母
島
 
母
島
支
所
 ２
階
 会
議
室
 

東
京
 
東
京
連
絡
事
務
所
 

【
事
業
報
告
会
内
容
】
 

１
 
メ
デ
ィ
ア
対
応
 

２
 
本
土
で
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
お
よ
び
対
応
 

３
 
旅
行
会
社
へ
の
営
業
活
動
 

４
 
教
育
旅
行
の
誘
致
活
動
 

５
 
新
規
展
開
の
紹
介
・
提
案
等
 

 

【
報
告
発
表
者
】
 

 
 
小
笠
原
村
観
光
局
 

 
根
岸
康
弘
、
大
久
保
勝
司
、
伊
藤
優
美
 

●
問
合
せ
先
 
産
業
観
光
課
 
    ３

―
３
１
１
４
 

   

一
学
期
の
学
校
公
開
お
よ
び
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
様

方
に
は
、
ご
参
観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
し

ま
す
。
 

 ◎
学
校
公
開
週
間
 

【
日
程
】
７
月
１
日
(月

)～
７
月
５
日
（
金
）
 

【
時
間
】
午
前
８
時
(朝
読
書
)～
午
後
６
時

30分

（
部
活
動
終
了
）
 

※
授
業
は
、
午
前
８
時

20分
～
昼

12時

10分
・

午
後
１
時

30分
～
３
時

20分
 

 ◎
学
校
公
開
及
び
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
 

【
日
程
】
７
月

15日
（
月
）
 

【
時
間
】
午
前
８
時
(朝
読
書
)～
午
後
６
時

30分

（
部
活
動
終
了
）
 

※
授
業
は
、
午
前
８
時

20分
～
昼

12時

10分
・

午
後
１
時

30分
～
３
時

20分
 

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
 
午
後
２
時

30分
～
３
時

20分
 

地
域
保
護
者
意
見
交
換
会
 午

後
３
時

20分
～
４
時
 

【
内
容
】
 

・
飲
酒
、
喫
煙
、
薬
物
乱
用
な
ど
の
危
険
性
を
知

り
、
生
徒
の
非
行
行
為
を
予
防
す
る
。
 

・
中
学
生
が
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
繁
華
街
等
で
の
犯

罪
に
つ
い
て
学
び
、
被
害
に
あ
わ
な
い
態
度
を
身
に

つ
け
る
。
 

※
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
中
学
校
   

２
―
２
５
０
２
 

 

   

本
年
度
も
母
島
小
中
学
校
で
は
、
夏
季
休
業
中
に

図
書
室
の
一
般
開
放
を
行
い
ま
す
。
 

【
期
間
】
７
月

22日
（
月
）
～
８
月
２
日
（
金
）
  

８
月

13日
（
火
）
～
８
月

30日
 (金

）
 

（
土
、
日
は
除
く
）
 

※
８
月
５
日
～
８
月
９
日
は
学
校
閉
庁
日
で
お
休
み

と
し
ま
す
。
  

【
時
間
】
午
前
９
時
～
正
午
、
 

午
後
１
時

30分
 ～

 ４
時

30分
 

 ※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 母

島
小
中
学
校
 ３

―
２
１
８
１
～
２
 

   第

63回
「
七
夕
と
木
星
」

 

七
夕
が
近
い
夏
の
空
に
は
、
木
星
が
明
る
く
か
が

や
い
て
い
る
よ
！
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
！

 

【
日
時
】
７
月
３
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８
時

30分
 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上

 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能

 

【
募
集
人
数
】

30名
 

【
集
合
場
所
】
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円

 

【
申
込
締
切
】
７
月
２
日
（
火
）
ま
で

 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

 

●
問
合
せ
先
 
国
立
天
文
台
内
 
２
―
７
３
３
３
 

     

中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地
就
農
者

の
募
集

 

小
笠
原
村
観
光
局
 
 

平
成
３
０
年
度
事
業
報
告
会

 
小
笠
原
中
学
校
学
校
公
開
週
間
 

及
び
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
の
お
知
ら
せ

 

「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
」
 

開
催

 

母
島
小
中
学
校
 

夏
休
み
中
の
図
書
館
開
放
に
つ
い
て
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道
路
の
舗
装
と
水
路
の
工
事
を
行
う
た
め
、
村
道

沖
村
九
号
線
と
三
号
線
に
お
い
て
通
行
止
め
を
行
い

ま
す
。
期
間
等
に
変
更
が
あ
れ
ば
防
災
無
線
等
に
よ

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
通
行
止
め
期
間
】
 

区
間
①
 
令
和
元
年
７
月
～
令
和
２
年
１
月
 

区
間
②
 
令
和
元
年
７
月
～
令
和
２
年
３
月
 

                      ●
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

      

                                       

                                       

                                       

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

 

小笠原村ふるさと寄附金の状況についてお知らせいたします。 

 

平成３０年度「小笠原村ふるさと寄附」（平成３０年４月～平成３１年３月分）について、下表のとおりご寄附いただきました。 

寄附金はいったん「小笠原村ふるさと寄附基金」に積み立てを行い、村振興のために有効に活用させていただきます。 

皆さまのご支援に心より御礼申し上げます。 

◆ご寄附をいただいた方 （申込順）                   

お名前 ご住所 寄附金額 
寄附金の 

使途（№） 

渋井 信和  様 東京都 10,000 円 4 

㈱品川建設 

会長 品川一郎 

 

様 
東京都    1,000,000 円     4 

武者 昌洋   様 宮城県 110,000 円 1 

加藤 忠和 様 愛知県 10,000 円 1 

田中 知則 様 群馬県 10,000 円 1 

初見 和成 様 愛知県 20,000 円 4 

匿名希望 様 千葉県 10,000 円 3 

匿名希望 様 福島県 10,000 円     1 

浅沼 演満 様 東京都 10,000 円 4 

匿名希望 様 東京都 10,000 円 3 

匿名希望 様 大阪府 10,000 円 1 

松原 正武 様 兵庫県 20,000 円 1 

原 尚美 様 東京都 10,000 円 1 

匿名希望 様 神奈川県 20,000 円 1 

酒井 勉 様 東京都 10,000 円 1 

奈良 正浩 様 東京都 5,000 円 1 

匿名希望 様 東京都 100,000 円 4 

向井 亮太 様 京都府 30,000 円 1 

河野 弘子 様 東京都 10,000 円 3 

熊野 曜平 様 神奈川県 30,000 円 1 

寺島 恭一 様  東京都 20,000 円 2 

村山 秀明 様  大阪府 10,000 円 1 

匿名希望 様  東京都 30,000 円 4 

匿名希望 様  広島県 30,000 円 1 

 

 

鈴木 順子 様 埼玉県 50,000 円 4 

匿名希望 様 広島県 100,000 円 1 

今村 滋 様 東京都 30,000 円 1 

匿名希望    様 東京都 5,000 円 1 

匿名希望 様 北海道 10,000 円 1 

匿名希望 様 大阪府 10,000 円 1 

古川 浩司   様 愛知県 10,000 円 1 

匿名希望 様 栃木県 10,000 円 3 

古村 学 様 栃木県 5,000 円 1 

佐藤 仁 様 神奈川県 20,000 円 3 

匿名希望 様  神奈川県 16,000 円 1 

匿名希望 様 東京都 8,000 円 1 

匿名希望 様 北海道 10,000 円 2 

上田 優太 様 大阪府 6,448 円 1 

太刀岡 貴司 様 東京都 10,000 円 1 

柳澤 慶介 様 北海道 10,000 円 1 

匿名希望 様 神奈川県 30,000 円 1 

匿名希望 様 東京都 10,000 円 1 

合計          42 件 1,885,448 円  

※お名前の公表は同意をいただいた方のみ掲載しています。 

◆使途別 

№ 寄附金の使途 件数 寄附金額 

１ 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 28 件 575,448 円 

２ 福祉施策の充実に関する事業 2 件 30,000 円 

３ 教育・文化活動及びスポーツ振興に関する事業 5 件 60,000 円 

４ 指定なし 7 件 1,220,000 円 

●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 
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 ・
職
種
 
 
 
保
育
士

 

・
募
集
人
数
 
１
名

 

・
配
属
先
 
保
育
事
務
所

 

・
受
験
資
格
 
保
育
士
と
し
て
の
資
格
を
有
し
勤
務

経
験
が

10年
以
上
あ
る
方

 

・
採
用
予
定
 
令
和
２
年
４
月
以
降

 

・
申
込
締
切
 
令
和
元
年
８
月
８
日

 

＊
詳
し
く
は
選
考
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

 

試
験
要
項
は
村
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

 

●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 

 
 ２

―
３
１
１
１

 

  出
張
期
間
：
５
月

21日
～
６
月
８
日

 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会

 

・
全
国
離
島
振
興
協
議
会
通
常
総
会

 

・
町
村
長
個
別
連
絡
会

 

・
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
理
事
会

 

・
全
国
治
水
砂
防
協
会
総
会

 

・
東
京
都
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会

 

・
国
、
都
、
関
係
機
関
挨
拶
 
 
 
 
等

 

  テ
レ
ビ
放
送
設
備
保
守
点
検
作
業
等
の
た
め
、
次
の

日
時
、
テ
レ
ビ
放
送
を
断
続
的
に
中
断
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

【
日
時
】
７
月

10日
（
水
）

 

 
午
前
０
時
～
午
前
５
時

 

【
場
所
】
母
島

 

●
問
合
せ
先

 総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係

 ２
―
３
１
１
１

 

       【
日
時
】
７
月

17日
（
水
）
午
後
５
時
～
６
時
 

【
場
所
】
 
母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
 

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
 

離
職
、
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

     
小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が

発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
根
絶
を
確

認
し
た
昭
和

60年
以
降
、

30年
余
り
再
侵
入
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
々
あ
り

ま
す
。
 

再
侵
入
の
事
例
と
し
て
平
成

27年
に
、
鹿
児
島

県
奄
美
大
島
で
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が
再
侵
入
し
、
寄

主
果
実
の
防
除
区
域
外
へ
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ

れ
、
約
１
８
０
０
ト
ン
の
果
実
が
廃
棄
処
分
さ
れ
る

な
ど
の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

現
在
で
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生
地
域
（
東
南

ア
ジ
ア
等
）
か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ
り
再
侵
入
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
及

び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵
入
警
戒
調
査

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。
 

島
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 【
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】
 

 
植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
・
輸
出
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か

ら
入
港
し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物

を
譲
り
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税

法
で
も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
小
笠
原
諸
島
で

無
断
で
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 【
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
！
】
 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主
植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ

モ
等
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
持
ち
出
し
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 
ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
壌

サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前
に
小

笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 〈
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
〉
 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
 

《
植
物
》
あ
さ
が
お
、
さ
つ
ま
い
も
、
空
心
菜
、
ぐ

ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生
茎
葉
及
び
地
下
部
 

 〈
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
〉
 

《
宅
配
便
・
貨
物
等
》
小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務

課
（
平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時

15分
）
 

《
手
荷
物
・
携
帯
品
》
二
見
港
船
客
待
合
所
（
お
が

さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～
）
 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員

が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課
 
 
 

２
―
２
１
０
２
 

     

改
正
健
康
増
進
法
及
び
東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条

例
の
施
行
に
伴
い
、
二
見
港
船
客
待
合
所
の
屋
外
に

二
箇
所
設
置
し
て
い
る
灰
皿
の
う
ち
、
ク
ジ
ラ
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
側
の
灰
皿
一
箇
所
を
使
用
中
止
い
た
し
ま

す
。
 

喫
煙
や
受
動
喫
煙
が
健
康
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
つ

い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
子
供
を
受
動

喫
煙
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
実
施
日
】
令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら
 

 ●
問
合
せ
先
 
支
庁
港
湾
課
 
 
 
２
―
２
０
１
５
 

           

小
笠
原
村
職
員
募
集

 

母
島
巡
回
労
働
相
談
 

 植
物
防
疫
制
度
へ
の
御
協
力
依
頼
 

 
 

二
見

港
船

客
待

合
所

の
喫

煙
場

所

（
灰
皿
）
の
縮
小
に
つ
い
て
 
 

テ
レ
ビ
放
送
の
中
断
に
つ
い
て

 

村
長
出
張
報
告
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東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た

め
、
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を
通
行
止
め

に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ

た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
２
時
 

※
出
港
日
は
午
後
３
時
～
午
後
６
時
 

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に

小
港
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
及
び

東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除
く
。
別
図
参
照
）
 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】
 

７
月
１
日
（
月
) 

①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

７
月
２
日
（
火
）
 

②
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

７
月
６
日
（
土
）
 

沿
岸
部
で
の
実
施
に
つ
き
、
通
行
止
め
な
し
 

７
月
７
日
（
日
) 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

７
月
８
日
（
月
）
 
 

①
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

７
月

12日
（
金
）
 

沿
岸
部
で
の
実
施
に
つ
き
、
通
行
止
め
な
し
 

７
月

13日
（
土
）
 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト
 

７
月

19日
（
金
）
 

②
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道
 

７
月

20日
（
土
）
 

①
 
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
 

            ●
問
合
せ
先
 
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
 

２
―
２
１
６
７
 

  

  東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
が
実
施
す
る
「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
イ
チ
オ
シ
応
援
事
業
」
お
よ
び
東
京
都
島
し

ょ
振
興
公
社
が
実
施
す
る
「
東
京
都
島
し
ょ
地
域
中

小
企
業
等
振
興
補
助
事
業
」
の
募
集
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
URL: 

http://www.tokyo-kosha.or.jp/ 

support/josei/jigyo/ichioshi.html 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

URL:https://www.tokyoislands-net.jp/news 

●
問
合
せ
先
 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
 

企
画
管
理
部
 助

成
課
 

０
３
―
３
２
５
１
―
７
８
９
４
 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
 

企
画
管
理
課
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６
 

       【
応
募
資
格
】
①
～
⑥
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
 

①
申
込
者
本
人
が

65歳
以
上
で
あ
る
こ
と
 

②
申
込
日
現
在
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
３
年
以

上
し
て
い
る
こ
と
 

③
自
立
し
て
日
常
生
活
が
営
め
る
こ
と
 

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
 

⑤
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
で
は
日
常
生
活
に
支
障

が
あ
る
こ
と
 

⑥
連
帯
保
証
人
（
村
内
在
住
者
）
が
い
る
こ
と
 

＊
入
居
者
選
定
に
つ
い
て
は
、
抽
選
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

【
住
宅
名
】
 

東
京
都
小
笠
原
二
見
台
ア
パ
ー
ト
３
号
棟
 

【
所
在
地
】
父
島
字
清
瀬
 

【
募
集
戸
数
】
単
身
用
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
）
１
戸
 

【
入
居
予
定
日
】
令
和
元
年
８
月
１
日
（
木
）
以
降
 

【
使
用
料
】
 
３
万
３
１
０
０
円
（
月
額
）
 

【
申
込
方
法
】
申
込
書
、
住
宅
状
況
申
告
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
先
及
び
申
込
書
配
布
場
所
】
村
民
課
福
祉

係
、
母
島
支
所
庶
務
係
（
７
月
１
日
か
ら
配
布
い
た

し
ま
す
。）

 

【
申
込
期
間
】
７
月
１
日
（
月
）
～

16日
（
火
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

  

７
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
７
月
４
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
７
月
４
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水

痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 ２

―
３
９
３
９
 

母
島
支
所
 
 
 
 ３

―
２
１
１
１
 

  

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
 
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お

子
様
と
保
護
者
 

【
日
時
】
７
月
８
日
（
月
）
 
 

午
前

10時
～

11時

30分
 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
調
理
室
 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

   
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計

測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、

３
歳

の
乳
幼
児
 

【
日
時
】
７
月

11日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時
半
 

【
場
所
】
 
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
 

及
び
排
除
に
伴
う
国
有
林
指
定
 

ル
ー
ト
の
通
行
止
め
に
つ
い
て
 
 

高
齢
者
向
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
）
 

入
居
者
募
集

 

定
期
予
防
接
種

 

育
児
学
級
（
お
や
つ
の
会
）
父
島

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

 

令
和
元
年
度
東
京
都
島
し
ょ
地
域
 

中
小
企
業
等
振
興
補
助
事
業
募
集
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お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児
 

【
日
時
】
７
月

16日
（
火
）
午
前

10時
～

11時
 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

●
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
 
 
 ３

―
２
１
１
１
 

   
小
学
４
年
生
の
方
を
対
象
に
、
定
期
予
防
接
種
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
個
別
に
通
知
い

た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
小
学
４
年
生
 
 

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
 
第
Ⅱ
期
 

【
日
時
】
７
月

12日
（
金
）
 

午
後
４
時
～
４
時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

   

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
、
歯
に
関
す
る
相
談
が
で

き
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
も
う
一
度
、
一
緒
に
歯
の

磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？
  

【
対
象
者
】
０
歳
～
３
歳
頃
ま
で
の
お
子
様
と
保
護

者
 

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
 

【
日
時
】
７
月

11日
（
木
）
午
前

10時
～

11時
 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
問
合
せ
先
 
母
島
支
所
 
 
 
  ３

―
２
１
１
１
 

  

   【
仕
事
内
容
】
介
護
職
員
 

【
資
格
】
介
護
職
員
実
務
者
研
修
以
上
 
 

介
護
職
経
験
１
年
以
上
 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時

15分
 

（
休
憩

60分
）
 

【
休
日
】
週
休
２
日
制
※
基
本
土
日
祝
日
 

【
給
与
】
経
験
年
数
に
よ
る
。
 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
明
老
会
 
 
 
 
 
２
―
３
９
１
１
 

    【
対
象
】
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
、
保

護
者
が
就
労
・
疾
病
や
本
人
の
障
害
等
に
よ
り
、
学

童
保
育
に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ

る
児
童
 

【
保
育
期
間
お
よ
び
時
間
】
７
月

22日
（
月
）
～

８
月

30日
（
金
）
ま
で
の
平
日
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
（
原
則
昼
食
は
自
宅
）
 

【
活
動
場
所
】
奥
村
ふ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
 

【
定
員
】
各
学
年

10名
 

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
必
要
性
の
高
い
方
を
優

先
し
ま
す
。
 

【
利
用
料
】
入
会
金
 
１
０
０
０
円
 

（
社
協
会
費
を
兼
ね
る
）
 

利
用
料
 
１
０
０
０
０
円
、
 

保
険
料
 
８
０
０
円
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
 
 

２
―
２
４
８
６
 

   

夏
の
学
童
保
育
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
 

◎
指
導
員
 

【
応
募
資
格
】
保
育
士
等
の
資
格
を
有
す
る
、
ま
た

は
保
育
経
験
が
あ
る
方
 

【
給
与
】
時
給
１
２
３
０
円
 

◎
障
害
児
担
当
指
導
員
 

【
応
募
資
格
】
保
育
士
等
の
資
格
を
有
す
る
方
 

【
給
与
】
時
給
１
３
６
０
円
 

◎
補
助
員
 

【
応
募
資
格
】
保
育
に
熱
意
の
あ
る
方
 

（
高
校
生
可
）
 

【
給
与
】
時
給
１
０
２
０
円
 

【
募
集
人
数
】
若
干
名
 

【
契
約
期
間
】
７
月

22日
か
ら
８
月

30日
 

 
 
 
 
（
勤
務
日
・
時
間
は
希
望
に
応
じ
ま
す
）
 

【
募
集
期
間
】
７
月

12日
（
金
）
ま
で
 

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
あ
れ
ば
資
格
証
明
書

（
写
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
選
考
方
法
】
面
接
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
 
 

２
―
２
４
８
６
 

     【
歯
科
】
 

《
休
診
日
》
７
月

16日
（
火
）
～

19日
（
金
）
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
診
療
所
 
２
―
３
８
０
０
 

    

７
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

    

                                 ◎
お
が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引
に
つ

い
て
 

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に

２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝
台
船
室
で
ご
乗

船
す
る
場
合
は
、
片
道

25％
割
引
に
な
る
「
村
民

割
引
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

育
児
学
級
（
歯
科
の
会
）（

母
島
）

 

明
老
会
職
員
募
集
（
正
社
員
）
 

父
島
・
母
島
各
１
名
 
 

母
島
乳
幼
児
計
測
会

 

予
防
接
種
の
実
施
（
父
島
）

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
休
診

 

学
童
保
育
と
び
う
お
ク
ラ
ブ
 

入
会
児
童
募
集
 
 

学
童
保
育
 指

導
員
・
補
助
員
募
集
 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 16,107 等級 大人 小人

56,480 48,330 28,240 (+469) 4,460 2,230

(+2,440) (+2,090) (+1,220) 14,995 (+580) (+290)

40,790 32,640 20,400 (+437) 5,360 2,680

(+1,760) (+1,410) (+880) 13,794 (+700) (+350)

30,740 24,600 15,370 (+402) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+1,330) (+1,070) (+660) 1,614

26,990 21,600 13,500 (+47)

(+1,170) (+940) (+590) 1,201 9,040

等級 村民 村民小人 身障者 (+35) (+746)

41,620 20,810 28,240 8,476

(+1,790) (+890) (+1,220) (+700)

27,510 13,760 20,400 7,911

(+1,180) (+590) (+880) (+653)

20,730 10,370 15,370 906

(+890) (+450) (+660) (+75)

18,200 9,100 13,500 682

(+790) (+390) (+590) (+56)

7月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

(

3

4

5

5

)

3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室
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ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
ご
乗
船
の
際
に
は
復
路
が

80％
割
引
に
な
る
「
村
民
往
復
割
引
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
 

窓
口
に
お
い
て
乗
船
券
を
ご
購
入
の
際
に
「
乗
船

券
購
入
申
込
書
」（
割
引
申
請
書
）
と
次
の
証
明
書

類
（
有
料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可
）
を
必
ず
ご
提
示

く
だ
さ
い
。
 

１
：
小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書
 

（
カ
ー
ド
式
ま
た
は
一
回
式
）
 

２
：
小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証
 

３
：
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
 

（
お
が
さ
わ
ら
丸
の
み
）
 

※
無
賃
の
幼
児
・
乳
児
は
不
要
で
す
が
小
人
（
有
料

の
幼
児
含
む
）
の
方
も
「
村
民
割
引
」
適
用
の
際
は

居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。
 

※
そ
の
他
、
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
で
は
村
民

割
引
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

●
問
合
せ
先
 
父
島
営
業
所
 
２
―
２
１
１
Ⅰ
 

   ◎
大
花
火
大
会
広
告
料
及
び
寄
付
金
ご
協
賛
の
お
願

い
 

 
小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
『
大
花
火
大
会
』

が
、
今
年
は
８
月

10日
(土

)に
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
 

 
花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
協

賛
広
告
料
と
村
か
ら
の
補
助
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
協
賛
頂
い
た
方
々
の
お
名
前
は
盆
踊

り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火
打
ち
上
げ
前
に
場
内
放
送

し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送
に
あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お

祝
い
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
も
是
非
ご
利
用
下
さ

い
。
 

 
今
年
も
、
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を

大
輪
の
華
で
彩
れ
ま
す
よ
う
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
今
年
は
花
火
大
会
が
中
止
に
な
る
可
能
性
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

毎
年
盆
踊
り
大
会
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
花
火

大
会
で
す
が
、
船
舶
に
お
け
る
危
険
物
取
扱
い
規
則

の
変
更
に
伴
い
、
現
在
の
貨
物
船
・
共
勝
丸
で
は
花

火
運
搬
に
関
す
る
資
格
が
無
く
、
運
搬
が
許
可
さ
れ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

 
現
在
共
勝
丸
に
お
い
て
は
、
国
の
機
関
と
協
議

し
、
花
火
運
搬
の
た
め
の
許
可
取
得
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
 

島
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
尚
、
盆
踊
り
大
会
の
日
程
は
８
月
９
日
(金

)・

10日
(土

)･

11日
(日

)の
３
日
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
 

◎
夜
店
出
店
者
の
募
集
に
つ
い
て
 

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
の
各
イ
ベ

ン
ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
 

【
申
込
期
間
】
７
月

28日
（
日
）
～

31日
（
水
）
 

【
申
込
方
法
】
 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話
番

号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
出
店
品
目
及
び

場
所
の
関
係
上
、
出
店
を
お
断
り
す
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
特
に
新
規
応
募

の
方
は
、
夜
店
世
話
人
福
本
に
必
ず
事
前
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
 

【
申
込
先
】
夜
店
世
話
人
：
福
本
信
孝
 
 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１
 

○
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
保
健

所
に
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
説
明
会
に
不
参
加
の

場
合
、
出
店
不
可
と
な
り
ま
す
。
 

【
日
時
】
８
月
６
日
(火

) 
午
後
６
時
～
 

※
盆
踊
り
出
店
者
に
か
ぎ
る
 

【
場
所
】
 保
健
所
２
階
会
議
室
 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】
 

《
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
》
 

８
月
３
日
（
土
）、
予
備
日
８
月

24日
（
土
）
 

《
盆
踊
り
》
８
月
９
日
（
金
）
～

11日
（
日
）
 

（
盆
踊
り
の
テ
ン
ト
設
営
日
は
 ８

月
７
日
（
水
）

午
前
７
時
～
午
後
６
時
）
 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。
 

◎
小
笠
原
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
メ
ン
バ
ー
大
募
集

!! 

小
笠
原
の
夏
は
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
退
屈

知
ら
ず
！
一
緒
に
盆
踊
り
や
各
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か

!?興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
 
 
 
２
―
２
５
８
７
 

    

本
土
で
活
動
し
て
い
る
小
笠
原
村
観
光
局
で
は
島

民
、
元
島
民
、
小
笠
原
来
島
者
（
リ
ピ
ー
タ
ー
）、

小
笠
原
フ
ァ
ン
の
皆
様
を
対
象
に
「
小
笠
原
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
島

民
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
方
と
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
ご
興
味

が
あ
る
方
む
け
に
「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
父
島
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
内
容
は
島
民

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
主
な
活
動
内
容
の
説
明
や
現
在
の

活
動
報
告
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
参
加
者

に
て
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

※
ご
参
加
の
方
向
け
に
特
製
バ
ッ
グ
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
 

【
日
時
】
７
月
９
日
（
火
）
入
港
日
 
 

午
後
６
時
～
７
時

30分
 

【
場
所
】
Ｂ
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室
 

参
加
申
し
込
み
は
左
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。（
締
め
切
り
７
月
８
日
：
先
着

20名
）
 

http://bit.ly/2Zs4zpY 

    ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
観
光
局
 

０
３
―
５
７
７
６
―
２
４
２
２
 

tokyo@visitogasawara.com 

      

世
界
遺
産
登
録
前
後
か
ら
、
父
島
・
母
島
で
ネ
ズ

ミ
の
数
が
増
え
て
い
る
と
の
声
を
多
く
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
島
内
の
行
政
機
関
で
は
、「
有
人
島
に
お

け
る
ネ
ズ
ミ
対
策
に
か
か
る
行
政
連
絡
会
」
を
立
ち

上
げ
、
生
態
系
保
全
事
業
に
伴
う
種
間
相
互
作
用
を

踏
ま
え
つ
つ
、
対
策
を
議
論
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
、
そ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
父
島
・
母
島
に

て
ネ
ズ
ミ
の
一
斉
防
除
事
業
を
行
い
ま
す
。
 

●
実
施
期
間
及
び
場
所
 

【
母
島
】
 

日
程
：
７
月
８
日
（
月
）
～

12日
（
金
）
 

場
所
：
元
地
、
静
沢
 

【
父
島
】
 

日
程
：
７
月

15日
（
月
）
～

19日
（
金
）
 

場
所
：
大
村
、
清
瀬
、
宮
之
浜
道
、
奥
村
、
扇
浦
、

小
曲
 

●
周
辺
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い
 

今
回
実
施
す
る
取
組
を
、
近
接
す
る
居
住
エ
リ
ア

や
事
業
所
等
の
み
な
さ
ま
方
と
一
斉
に
行
う
こ
と
で

防
除
の
効
果
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

環
境
課
お
よ
び
母
島
支
所
に
お
い
て
捕
獲
用
の
か

ご
わ
な
の
貸
出
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
貸
出
に
あ
た

っ
て
は
、
捕
獲
し
た
ネ
ズ
ミ
を
コ
ン
ポ
ス
ト
に
す
る

な
ど
、
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
、
他
の
動
物
の
安
全

に
配
慮
す
る
こ
と
、
な
ど
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。
 

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
環
境
課
環
境
係
 
 ２

―
３
１
１
１
 

    

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
 
 

『
小
笠
原
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
 

開
催
！
参
加
者
募
集
中
 
 

ネ
ズ
ミ
の
一
斉
防
除
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世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
８
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
世
界
に
誇
る
小
笠
原
の
自
然
を
み
な
さ
ま
と

と
も
に
守
り
活
か
し
て
い
く
た
め
、
平
成

24年
度

か
ら
継
続
し
て
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
き
ま
し

た
。
 

今
年
度
は
、
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
取
組
の
中

で
も
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
関
心
が
高
い
「
オ
ガ
サ
ワ

ラ
グ
ワ
」
に
テ
ー
マ
を
絞
り
込
ん
で
、「

オ
ガ
グ
ワ

の
集
い
」
と
題
し
、
関
係
機
関
・
団
体
の
講
演
・
発

表
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
 

●
母
島
 

【
日
時
】
７
月

28日
（
日
）
午
後
６
時
開
場
 

（
ポ
ス
タ
ー
展
示
）
午
後
６
時

30分
開
始
 

【
場
所
】
村
民
会
館
体
育
室
 

 ●
父
島
 

【
日
時
】
７
月

30日
（
火
）
午
後
５
時
開
場
 

（
ポ
ス
タ
ー
展
示
）
午
後
６
時
開
始
 

【
場
所
】
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
 

●
内
容
（
予
定
）
 

・
講
演
：
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
の
生
息
域
外
保
存
と
野

生
復
帰
（
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
）
 

・
都
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
の
紹
介
 

・
各
行
政
機
関
・
地
元
団
体
か
ら
の
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ

ワ
に
関
す
る
取
組
発
表
 

・
お
が
ぐ
わ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
環
境
課
環
境
係
 
 ２

―
３
１
１
１
 

     

村
で
は
、
イ
ヌ
・
ネ
コ
に
限
ら
ず
、
モ
ル
モ
ッ
ト

や
カ
メ
・
鳥
・
熱
帯
魚
・
昆
虫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
と
し

て
飼
わ
れ
て
い
る
動
物
の
適
正
飼
養
の
推
進
や
、
ペ

ッ
ト
等
が
野
生
下
に
放
た
れ
、
外
来
生
物
と
な
っ
て

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の

具
体
的
な
制
度
と
し
て
、
ネ
コ
対
策
の
経
験
を
活
か

し
つ
つ
、
ネ
コ
条
例
を
発
展
さ
せ
た
「
愛
玩
動
物
等

の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例
」
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
 

検
討
経
過
は
村
民
だ
よ
り
や
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
説
明
会
等
で
お
知
ら
せ

し
て
き
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
そ
も
そ
も
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
の
重
要

性
と
、
こ
の
条
例
の
必
要
性
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
 

●
父
島
 

【
日
時
】
７
月

10日
（
水
）
午
後
７
時
～
 

【
場
所
】
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
 

●
母
島
 

【
日
時
】
７
月

11日
（
木
）
午
後
７
時
～
 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間
 

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）
 

・
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
 

 
（
東
京
都
獣
医
師
会
）
 

・
ペ
ッ
ト
と
外
来
動
物
 

・
小
笠
原
が
選
ん
だ
暮
ら
し
：
ネ
コ
連
と
派
遣
診
療
 

・
動
物
対
処
室
の
活
動
報
告
 

・
ペ
ッ
ト
条
例
を
つ
く
る
ワ
ケ
 

●
問
合
せ
先
 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
）
 
 

２
―
３
１
１
１
 

   【
休
診
日
】
７
月

10日
（
水
）
～

12日
（
金
）
 

※
診
療
は

17日
（
水
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。
 

※
ペ
ッ
ト
向
け
診
療
日
は
月
・
水
・
金
で
す
。
休
診

日
は
火
・
木
・
土
・
日
・
祝
日
で
す
。
 

※
同
室
で
は
、
野
生
動
物
の
治
療
も
行
う
た
め
、
緊

急
で
野
生
動
物
の
治
療
を
行
う
際
、
飼
い
主
の
方
に

は
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、
予
約
日
時
を
変
更
い
た
だ

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
）
 
 

２
―
３
１
１
１
 

         

南
島
の
植
生
回
復
の
た
め
に
、
毎
年
約
３
か
月
間

の
入
島
禁
止
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
入
島
禁
止
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
入
島
禁
止
期
間
】
 

令
和
元
年

11月

11日
（
月
）
～
令
和
２
年
２
月

７
日
ま
で
 

※
令
和
元
年

12月

22日
（
日
）
～
令
和
２
年
１
月

４
日
（
土
）
に
限
り
、
入
島
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

【
入
島
禁
止
期
間
中
の
特
例
利
用
】
 

 
入
島
禁
止
期
間
中
で
も
次
の
利
用
方
法
・
範
囲
・

条
件
に
限
り
、
入
島
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

《
利
用
方
法
》
 

西
側
の
海
か
ら
遊
泳
ま
た
は
カ
ヌ
ー
を
利
用
し
て

扇
池
に
上
陸
す
る
。
 

※
入
島
に
際
し
て
は
天
候
・
海
況
な
ど
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

《
利
用
範
囲
》
 

扇
池
及
び
周
辺
の
砂
浜
に
限
り
ま
す
。
自
然
観
察

路
へ
の
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

《
利
用
条
件
》
 

○
観
光
客
等
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の
同
伴

な
ど
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
く
だ
さ

い
。
 

○
村
民
利
用
の
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の
同
伴
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
村
役
場
へ
の
入
島
手
続
き
の
ほ
か
、

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
で
実
施
し
て
い
る
森

林
生
態
系
保
護
地
域
の
利
用
講
習
を
修
了
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
適
正
な
利
用
の

ル
ー
ル
と
同
様
の
条
件
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 村
役
場
産
業
観
光
課
 
２
―
３
１
１
４
 

支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
 
２
―
２
１
６
７
 

   【
 時

 期
 】

９
月
上
旬
～

10月
下
旬
 

（
こ
の
期
間
の
う
ち
８
日
間
程
度
）
 

【
 対

 象
 者

 】
来
年
（
令
和
２
年
）
４
月
１
日
時

点
で
小
笠
原
村
に
１
年
以
上
在
住
で
、

18歳
以
上

の
方
 

 ※
詳
細
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

  ●
問
合
せ
先
 
支
庁
土
木
課
 
 ２

―
２
１
６
７
 

      ７
月
の
開
館
：
お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
の
入
港
日

～
出
港
日
。
 

７
月

21日
～
８
月

30日
毎
日
開
館
。
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

（
夜
間
～
午
後
９
時
）
 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 

「
島
の
く
ら
し
」
展
～
意
外
と
知
ら
な
い
島
の
あ
れ

こ
れ
 

７
月

21日
開
催
予
定
 

島
外
に
住
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、
案
外
島
民
で
あ
っ

て
も
意
外
と
知
ら
な
い
島
の
生
活
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
 

動
物
対
処
室
の
休
診

 

オ
ガ
グ
ワ
の
集
い

 

Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｌ
 
Ｄ
Ａ
Ｙ
 

～
動
物
と
の
暮
ら
し
を
考
え
る
～

 

南
島
入
島
禁
止
期
間
 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会
 

 
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
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■
新
館
 
 
 

「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
 父

島
編
～
た
ど
り
つ
い
た

キ
セ
キ
、
め
ぐ
り
あ
っ
た
キ
セ
キ
」
開
催
中
 

 
父
島
の
遊
歩
道
で
み
ら
れ
る
固
有
の
植
物
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。
 

【
報
告
会
】
 

《
タ
イ
ト
ル
》「
敵
か
、
味
方
か
。
小
笠
原
の
サ
ン

ゴ
と
オ
ニ
ヒ
ト
デ
。」

 

《
内
容
》
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
一
員
で
あ
る
オ
ニ
ヒ

ト
デ
。
し
か
し
、
ひ
と
た
び
大
発
生
す
る
と
サ
ン
ゴ

に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
小
笠
原
特
有
の

サ
ン
ゴ
群
集
を
守
り
な
が
ら
、
オ
ニ
ヒ
ト
デ
と
共
存

す
る
た
め
に
は
…
。
 

《
発
表
者
》
佐
々
木
 哲
朗
、
飴
田
 洋
祐
（
共
に
小

笠
原
自
然
文
化
研
究
所
）
 

《
日
時
》
７
月

13日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時
 

《
主
催
》
小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所
 

《
協
力
》（

公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ

（
ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
）
 

《
場
所
》
新
館
ホ
ー
ル
 
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

 

    

次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。

実
施
時
間
は
、
１
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
、
１
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ

い
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

◎
父
島
会
場
 

【
日
時
】
７
月

19日
（
金
）
午
後
３
時

30分
～
４

時

30分
 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室
 
 

◎
母
島
会
場
 

【
日
時
】
７
月

22日
（
月
）
午
後
６
時
～
７
時
 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室
 

●
必
要
な
物
 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、
印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
 

２
―
３
４
０
３
   

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
 
 
２
―
２
１
０
３
 

     

      海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

218 

 ―
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
は
じ
め
ま
し
た
―
 

５
月
下
旬
か
ら
、
大
村
海
岸
に
お
け
る
夜
間
の
産

卵
調
査
（
通
称
・
夜
パ
ト
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
夜

の
８
時
か
ら
２
時
の
間
、
大
き
な
ノ
ギ
ス
を
担
い

で
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
る
の
が
海
洋
セ
ン
タ

ー
職
員
で
す
。
父
島
列
島
最
大
規
模
の
産
卵
浜
で
あ

る
大
村
海
岸
で
、
今
年
も
ウ
ミ
ガ
メ
が
快
く
産
卵
で

き
る
よ
う
に
、
島
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
ラ
イ
ト
の
使

用
法
や
産
卵
観
察
時
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
頂
く
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

産
卵
シ
ー
ズ
ン
か
ら
少
し
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
の

が
、
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
（
６
月
下
旬
か
ら

11月
ま
で

の
期
間
）
で
す
。
産
卵
に
来
る
お
母
さ
ん
ガ
メ
か
ら

は
想
像
も
で
き
な
い
く
ら
い
小
さ
く
て
か
わ
い
い
赤

ち
ゃ
ん
ガ
メ
た
ち
が
砂
の
中
か
ら
、
わ
さ
・
・
わ
さ

わ
さ
・
・
・
わ
さ
わ
さ
わ
さ
・
・
・
と
出
て
く
る
姿

は
圧
巻
！
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
自
然
界
で
ウ
ミ
ガ

メ
の
脱
出
（
巣
か
ら
出
て
く
る
こ
と
）
を
観
察
で
き

る
の
は
、
相
当
な
幸
運
の
持
ち
主
か
、
と
て
も
忍
耐

力
が
あ
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
脱
出
の
瞬

間
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
と
言
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
が

見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
も
「
夜
間
子

ガ
メ
の
放
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
ふ
化
場
で
、
朝
に
脱
出
が
確
認
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

ガ
メ
を
そ
の
日
の
夜
に
放
流
し
ま
す
。
放
流
会
の
開

催
場
所
は
、
宮
之
浜
海
岸
も
し
く
は
コ
ペ
ペ
海
岸
で

す
（
現
地
集
合
＆
現
地
解
散
）。
放
流
会
が
開
催
さ

れ
る
当
日
の
午
前
中
に
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
放
流

会
の
場
所
や
時
間
の
案
内
を
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
島
民

の
方
に
限
り
、
無
料
で
参
加
可
能
で
す
。
お
時
間
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
放
流
会
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
 
 

か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
（
と
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
）
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

 ―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 ―
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
―
 

 
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
淡
水
ガ
メ
の
受
け
入
れ

を
行
い
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
‐
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
https://bonin-ocean.net 

                     

 
国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
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「
小
笠
原
と
捕
鯨
」
 

 
 

 
昨
年

12月
、
日
本
は
国
際
捕
鯨
委
員
会
（
Ｉ
Ｗ

Ｃ
）
脱
退
を
宣
言
し
、
今
年
７
月
か
ら
自
国
の
領
海

と
排
他
的
経
済
水
域
内
で
の
Ｉ
Ｗ
Ｃ
管
理
対
象
鯨
類

の
商
業
捕
鯨
の
再
開
を
発
表
し
ま
し
た
。
対
象
と
な

る
の
は
、
小
笠
原
で
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
主
役
で
あ

る
ザ
ト
ウ
や
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
と
は
異
な
る
種
類
と

な
り
ま
す
。
 

捕
鯨
と
聞
く
と
我
が
身
と
は
縁
遠
く
感
じ
る
方
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
実
は
こ
こ
小
笠
原
で
も
捕
鯨

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご
存
知
で
し
た
で
し

ょ
う
か
？
約

30年
ぶ
り
に
商
業
捕
鯨
が
再
開
さ
れ

る
今
月
は
、
小
笠
原
の
捕
鯨
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。
 

そ
も
そ
も
小
笠
原
の
開
拓
は
捕
鯨
に
よ
っ
て
始
ま

り
ま
し
た
。
小
笠
原
に
人
々
が
移
り
住
ん
だ
き
っ
か

け
が
、
欧
米
か
ら
来
航
す
る
捕
鯨
船
へ
の
燃
料
や
食

料
の
供
給
の
た
め
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
時
代

は
、
１
８
３
０
年
に
遡
り
ま
す
。
１
８
８
０
年
代
に

な
る
と
、
鯨
か
ら
採
れ
る
油
の
需
要
の
減
少
と
共
に

外
国
捕
鯨
船
の
寄
港
は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
１
９

２
３
年
以
降
、
今
度
は
日
本
に
よ
る
捕
鯨
が
本
格
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
主
な
対
象
は
、
マ

ッ
コ
ウ
、
ザ
ト
ウ
、
イ
ワ
シ
、
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
で
し

た
。
当
初
は
父
島
に
解
体
処
理
場
を
置
い
て
の
実
施

で
し
た
が
、
１
９
４
０
年
に
な
る
と
兄
島
に
基
地
を

移
転
し
ま
す
。
ま
た
、
母
島
に
も
戦
前
か
ら
基
地
が

設
け
ら
れ
、（
戦
後
の
米
国
統
治
下
時
代
の
母
船
式

捕
鯨
の
期
間
を
除
き
、）
返
還
後
は
母
島
の
み
で
主

に
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
を
対
象
と
し
た
捕
鯨
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
世
界
的
な
商
業
捕
鯨
の
停
止
に
伴

い
、
１
９
８
７
年
を
最
後
に
小
笠
原
で
の
捕
鯨
は
幕

を
閉
じ
た
の
で
し
た
。
 

 
現
在
で
も
、
母
島
東
港
や
兄
島
滝
之
浦
に
は
、
当

時
の
解
体
場
の
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。
滝
之
浦
は

海
の
ツ
ア
ー
で
も
良
く
訪
れ
る
場
所
だ
と
思
い
ま

す
。
捕
鯨
の
歴
史
を
知
っ
た
う
え
で
、
改
め
て
遺
構

を
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
 

                    【
参
考
文
献
】
三
木
誠
「
小
笠
原
の
捕
鯨
の
歴
史
」

（
１
９
８
９
）
海
洋
と
生
物

63 

 ●
 問

合
せ
先
 
 

 一
般
社
団
法
人
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

             

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
 

第
五
十
一
貝
「
里
帰
り
出
産
」
 

 

生
ま
れ
故
郷
の
慣
れ
親
し
ん
だ
土
地
、
家
族
や
地

元
の
友
人
の
支
え
の
も
と
で
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
ら
れ

る
の
は
母
に
も
子
に
も
安
心
な
環
境
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
 

一
方
、
マ
イ
マ
イ
の
里
帰
り
出
産
は
厳
し
い
も
の

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
将
来
の
た
め
に
は
重

要
な
試
練
な
の
で
す
。
 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
野
生
絶
滅
が
心

配
さ
れ
る
島
固
有
の
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
仲
間
を
繁
殖

さ
せ
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
種
の
絶
滅

を
防
ぐ
た
め
に
室
内
の
安
心
安
全
の
空
間
で
、
栄
養

満
点
の
食
事
を
た
ら
ふ
く
食
べ
て
も
ら
い
、
ど
ん
ど

ん
増
え
て
も
ら
う
の
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を
何
世
代

も
続
け
る
と
、
ぬ
く
ぬ
く
し
た
環
境
で
し
か
繁
殖
で

き
な
い
マ
イ
マ
イ
を
進
化
さ
せ
て
し
ま
う
心
配
も
あ

り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
父
島
の
森
の
中
で
飼
育
繁
殖
を
す
る
取

組
も
並
行
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
室
内
で
順
調
に
増

殖
し
た
種
類
に
、
本
来
の
温
湿
度
、
栄
養
環
境
に
近

い
父
島
の
森
の
中
の
網
室
に
里
帰
り
し
て
も
ら
い
、

干
ば
つ
も
台
風
も
酷
暑
も
亜
熱
帯
な
り
の
冬
も
経
験

し
な
が
ら
、
繁
殖
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
厳
し
い
環

境
で
は
繁
殖
の
ペ
ー
ス
は
落
ち
ま
す
し
、
耐
え
ら
れ

ず
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

や
が
て
本
当
に
野
生
に
復
帰
す
る
た
め
に
、
本
来
の

厳
し
い
環
境
に
耐
え
ら
れ
る
親
が
強
い
子
ど
も
を
産

む
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
 

今
年
、
約
十
年
か
か
っ
た
取
組
の
末
、
野
外
網
室

生
ま
れ
の
ア
ナ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
、
チ
チ
ジ
マ
カ
タ
マ

イ
マ
イ
が
初
め
て
成
貝
ま
で
成
長
し
て
、
卵
を
産
み

ま
し
た
。
野
生
絶
滅
状
態
の
小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ
が

ま
た
父
島
の
森
で
世
代
を
繰
り
返
し
は
じ
め
た
の
で

す
。
 

島
っ
子
の
子
が
島
の
森
で
育
っ
て
い
く
姿
を
、
陰

な
が
ら
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
 

               【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
森
英
章
 

【
イ
ラ
ス
ト
】
橋
本
愛
 

 ●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
 
 
 
２
―
３
１
１
７
 

写真. 戦前、父島でのザトウクジラの解体の様子 

（小笠原村教育委員会 所蔵） 
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7 月に入り、夏も本番の季節になりました。そんな時に怖いのが、テレビでもよく耳にする熱中症や脱水症。 

私たちの体の６０％は水分だと言われており、２０％の水分を失うと死に至ると言われています。 

正しい知識を知り、こまめに水分補給することで、熱中症や脱水症を予防し、夏の暑さを乗り切りましょう。 

 

 

 

 水分を 20％失うと 

死亡の恐れがあります 

 ３％ 
失うと 

のどの強い 

渇き 

 10％ 
失うと 

けいれんや

循環不全 

 20％ 
失うと 

無尿、死亡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症の 

応急処置 
熱中症にならないためにも、こまめに水分補給をしよう 

□涼しい環境で 

休ませる 

□服を脱がせ 

体を冷やす 

□塩分や水分を 

補給する 

□吐き気・意識がない

等は診療所へ 

 

 

 

― 村民課福祉係— 

— 第 233 号― 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

クジラ：夏は汗をいっぱいかくから、スポーツドリンクなどを意識して飲んでいます！ 

保健師：スポーツドリンクには水分だけでなく様々なミネラル等も入っており、脱水を防ぐには 

大切です。とはいえ、日常生活での汗は極わずか。スポーツドリンクなどの糖質の多い 

清涼飲料水の飲みすぎは、糖質の分解のためにビタミン B1 を消費するため、かえって 

疲労感を招きやすくなります。普段の水分摂取はお水・お茶で十分といわれていますよ。 

クジラ：そうなんですね。かえって疲れやすくなっていたのかな。これから気をつけます！ 

人間の体の約 60％は水分です 

食事 1.0L 

体内で作られる水 

0.3L 

飲み水 1.2L 

排泄 1.6L 

呼吸や汗 0.9L 

人は１日 2.5L の水分が出入りします 

もし水分が失われたら・・・ 
 

体は、一度にたくさん水を飲んでも蓄えられないため、こまめに水分を摂る事が大切です。目安は 1 日 1.2L！ 

起床 

入浴前後 

就寝 

お酒は水分補給になりません。 

１ℓのビールを飲むと、 

1.1ℓの水分が 

出て行くと 

いわれています。 

のどが渇いたら、 

「脱水」の証拠。 

喉が渇く前に 

 飲みましょう。 

日常生活の汗で流れる塩分

は極わずか。スポーツドリ

ンクなどの飲みすぎに 

ご注意を 

意識がない時は無理に飲ませない！ 

１ℓ １.1ℓ 



高齢者向住宅入居者募集（～10日） 母島乳幼児計測会

都ノヤギ排除・小笠原中学校学校公開週間（～5日） 小笠原村診療所（歯科）の休診（～19日）

聖火リレーランナー募集（～８月31日） 村長選挙告示日

都ノヤギ排除 母島巡回労働相談

入港日 出港日

ギャラクティック・キッズ 行政相談所の開設

小笠原村観光局　平成３０年度事業報告会（父島母島ＴＶ）

粗大ごみ収集（母島） 都ノヤギ排除

定期予防接種 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

参議院議員選挙公示日

都ノヤギ排除

参議院議員選挙及び村長選挙繰上投票日（母島）

SF野外映画会

出港日 　　　　　　入出港日

都ノヤギ排除 小笠原高等学校　図書館開放

参議院議員選挙及び村長選挙投開票日（父島）

小笠原高等学校　図書館開放 母島小中学校夏休み中の図書館開放（～８月30日）

都ノヤギ排除 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

都ノヤギ排除

育児学級（おやつの会）父島

ネズミの一斉防除（母島）（～12日）

入港日 　　　　　　入出港日

小笠原アンバサダーミーティング

村民相談/ＯＧＡＮＩＭＡＬ　ＤＡＹ（父島）

小笠原村観光局　平成３０年度事業報告会（父島）

動物対処室の休診（～12日）/ＴＶ放送中断（母島）

小笠原村観光局　平成３０年度事業報告会（母島・父島ＴＶ） 電話による無料法律相談

ＯＧＡＮＩＭＡＬ　ＤＡＹ（母島）

乳幼児健診・歯科健診/育児学級（歯科の会）（母島）

出港日 　　　　　　入出港日

都ノヤギ排除

予防接種（父島・小4）

都ノヤギ排除 小笠原高等学校　図書館開放

オガグワの集い（母島）

SF南洋踊り&ＫＡＫＡ

小笠原高等学校　図書館開放

入港日 オガグワの集い（父島）

小笠原中学校学校公開及びセーフティ教室

ネズミの一斉防除（父島）（～19日）

　　　　　　入出港日
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